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「優しい空気づくり」 
  

桜の木は新緑の葉に衣替えをして、優しい木陰をつくってくれています。

そして、今はつつじの花が校庭に彩を添えて、さわやかな５月の風景となり

ました。 

新学期が始まり１か月が経ちました。靴箱や教室の場所への動きは、もう

切り替わったことと思います。私も、４月の中旬くらいまでは、“桜ヶ丘駅

で降りる”と、ずっと意識して電車に乗っていました。今は、本を読んでい

ても大丈夫です。 

 

この１か月、引小の子供たちの「いいね！」がたくさん見られました。 

 登校時、１年生の歩く速さに合わせて、班のみんなが協力していました。

それも、普通に当たり前に。子供たちの歩く列の周りにやさしい空気が漂っ

ていました。 

 登校後、１年生の教室をのぞくと、６年生が１年生の子のそれぞれのペー

スに合わせて、朝の準備の手伝いをしてくれていました。だんだん自分でで

きるようになってくると、その様子を見守って、「できたね！」と、声をか

けていました。ここにも優しい空気が満ちていました。 

 入学式で校長が話した「おにいさん、おねえさんがやさしく教えてくれる

から安心してね」を、上級生たちは実践してくれています。 

 自分の時間や手間をかけて、誰かのために行動することは、人として大切

なものを育てることにつながっていると思います。 

 私たち大人も子供たちを見習って、優しい空気をつくっていきましょう。 
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